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○児童が自分たちで組織をつくり役割分担し合うような場を設定するなどの工夫をする 

○縦割り班（異年齢集団）を編成し、各学年の児童としての役割と責任を与える 

  ○あいさつ運動など自発的に役割を担い集団に貢献できる場をつくる 

○共通の課題解決に向け、一人一人が役割をもって追究する学習展開を工夫する 

実践事例①：個人活動から集団活動へ

ある学校では、児童の責任を自覚した行動

を個人活動と集団活動に着目して捉えていま

す。 

そして、児童が集団活動を通して友達とよ

りよくかかわり自己存在感を高めるために

は、まず個人活動で責任を自覚した行動をと

る場面を設定し、経験や自信を持たせること

が大切だと考えています。 
 

◆個人活動 

めあてを持って実践し、実践後には評価して次の活動につなぐといった

PDCAサイクルを重視しています。自己評価に加え教職員も評価することで、

責任を持ち行動できた児童が自信を深められるようにしています。
 

◆集団活動 

委員会活動…全校児童の生活と密接な関係を持ちながら、学校における共同

生活の充実に役立つ仕事を各委員会が分担し、児童が主体とな

って計画・立案して継続的に活動を行います。その活動の中で

相互の交流を深めながら、集団としての連帯感や集団の一員と

しての自己を育成する態度を養っています。

縦割り活動…縦割り班で清掃を行います。作業を分担し、協力して働くこと

を通して、充実感や有用感を高めます。また、清掃班長会を行

っており、自分のグループに任されたエリアに責任を持って取

り組む中でリーダーシップがはぐくまれています。

効果を上げるためのチェックポイント

○ 児童の役割意識を高める 

児童が自分の役割に取り組む前や取り組んでいる過程では、それぞれの役割がどのように

価値のあるものかを確かめ合う場を設けたり教師が助言したりすることが大切です。単に役

割が割り振られ、児童が「言われた仕事だからしている。しないと叱られる。」という受け止

め方に陥らないようにしたいものです。

 

○ 振り返る場を工夫する 

取り組み後には、振り返りの場を設けます。できたかどうかだけでなく、自発的な創意工

夫や友達との協力等の視点を持って取組状況を振り返ることが大切です。また、その役割を

果たす人のおかげでいかに集団が成長したり助けられたりしているかを伝えたいものです。

あいさつ当番の仕事

清掃班長会の様子 

個人の役割 学級内の役割 学校内の役割

・自分のめあて実行 ・係活動

・特別活動

・委員会活動

・縦割り活動

・学校行事

個人活動 友達との集団活動 

責任を自覚した行動 

【具体的な実践事例】
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